
Ａ Ａ 通 信 東京都渋谷区代々木２丁目23番１号
ニューステイトメナー865号室 （〒151-0053）
Ｔｅｌ 03-6240-2300 Ｆax 03-6240-2301
E-mail     ： info@asset-adv.co.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http：//www.asset-adv.co.jp/ 

未来の安心を創造する。

株式会社 アセット・アドバイザー

☆☆☆ 通信トピックス ☆☆☆

【実務の現場から】 ～母親の強い信念と、深い愛情を感じました。 ～

☆☆☆ 健康コラム ☆☆☆
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知人から「三井式温熱療法」の話を聞き、新橋に
行きました。三井式温熱療法とは、三井とめ子さん
が考案した温熱療法で、一律に全身を暖める温熱
療法とは違い、柄の先に拳大の放熱部が付いた温
熱治療器を使い、それを体にアイロンのように当て
て、全身を順番に温めていきます。私の場合は76℃
に温まった治療器を当てて貰いました。普通、治療
器を当てた場所は心地よく「ジワッ」と温まります。と
ころが、同じ治療器を当てたのに「アチッ」と声をあ
げたくなる場所があります。そこが、血液やリンパの
流れが悪くなって、体が冷えている悪い場所だそう
です。その部分に「熱を入れる」事によって、血液循
環を促し、リンパの流れを促して、症状を改善させる
のだそうです。私の場合は、肘（＝肩こり）、踵（＝
足・腰）、お腹（＝内臓）がとても熱く感じました。終
わってみると、体が軽くなりました。全身が熱によっ
て繋がったようです。掌が均一にピンク色と変わっ
ていて、血液の流れが改善された事を示しているよ
うでした。皆様にお勧めできる温熱療法でした。

☆☆☆ 時候コラム ☆☆☆

雨と風が強かった日に、大通りの歩道を歩いていた
時のことです。小さなお婆さんが、片手で傘を持ち、

残る手に園芸用のシャベルを持って、腰を屈め歩道
のアスファルトをガリガリと削っていました。何を削っ
ているのか見ると、吐き捨てられた“ガム”を削り取っ
ていました。最初は、自宅前を掃除されているのかと
思い、通り過ぎましたが、風雨が強く、危ないと思った
ので、一つ二つの“ガム”を取るなら手伝おうと、戻っ
て声をかけました。すると意外な言葉が返って来まし
た。「これ（ガム）は雨に濡れると取れ易くなるんです。
不思議ですよね。」「えっ･･･という事は、お婆さんは
雨の度に、歩道の“ガム”を取っているのですか？」

「はい･･･」と言って、ビニールの手袋をして、ゴミ袋も
持ち、 “ガム”取りを目的とした格好を私に見せてくれ
ました。齢は80歳を超えていると思います。雨が降る
度に、小さな体を屈めて“ガム”を取っているのです。

すごいお婆さんに出会いました。「お婆さん。ありが
とう。」と言うと、「“ありがとう”と言ってくれてありがと
う。」と言われました。

～三井式温熱療法を受けました。 ～

☆☆☆ お知らせ ☆☆☆ (株)アセット・アドバイザーでは、『毎月第三土曜日に無料相談会』を開催しています。「土地建物」や
「相続対策」でお困りの方、是非、ご活用下さい。次回は５月１７日。時間は午前10時から午後３時まで、ご予約のうえお越し下さい。

新しいお客様のお宅へ、初めて
伺いました。仮に“Ａ家”としましょ
う。訪問の発端は、私が知人を
介して、Ａ家のご長男から相続対
策の相談を受けた事です。以前、
ご長男の相談される様子から、
「一度、お母様と話をさせて戴け
ませんか？」と申し出たのでした。

母屋に伺い部屋に入ると、病気
入院のご主人に代わり、お母様
がこちらを睨みつけています。息
子が騙されていないか･･･、自分
を騙しに来たのではないか･･･、
Ａ家の財産を狙っているのでは
ないか･･･、不安が顔に出ていた
のだと思います。ご主人が病気
である以上「私がＡ家を守る。」と

いう強い信念もあったと思います。

私は、お母様の不安を率直に
言葉にして共感した後に、私が
検討したＡ家の不安材料を全て
話しました。すると、お母様の様
子が徐々に変わりました。私は
その後、約２時間に亘って、お母
様がＡ家に嫁いでから40年以上、
Ａ家を守ってきた経験談について、
詳細に聴くことが出来ました。そ
れは家を守る戦いの記憶でした。

更には、こうした経験のひとつ
ひとつを、私が息子に伝えなけ
ればならない、そして、主人と私
が死んだ後も、息子が安心して
暮らせる環境を創らなければな
らない。とも言われました。

～すごいお婆さんに出会いました。 ～

☆☆☆ 日常コラム ☆☆☆

爽やかな季節となりました。陽気とは異なり、米国債権の悪影響を中心に、景気の悪いニュースが続きます。

不動産も同様です。しかし、不動産の購入を考える個人の方には、良い条件が整う環境になると考えています。

私は相続対策について、こう考え
ています。子供が親に求める“相続
対策”は、「大きなお世話」です。こ
れに対して、親が子供に与える“相
続対策”は、「究極の愛情」です。

お母様の強い信念と、深い愛情を
感じる事が出来た、とても貴重な時
間でした。今後、私がＡ家のご支援
をする事になるかは判りませんが、
隣に座っていたご長男が、初めて聴
かされた母親の話から、その豊富な
経験を知り、私以上に強い信念と
深い愛情を感じた事と思います。
きっと、今後は母親と意見交換をし
ながら、Ａ家の問題について一緒に
なって解決する事になると思います。
Ａ家にとっても、とても貴重な時間に
なったのではないかと考えています。


